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東日本が巨大地震に見舞われて２年が経
過しようとしている。18年前に阪神・淡路大
震災を経験した私たちは日ごろから備えておく
ことの大切さを身にしみて感じ、防災に取り
組んできた。しかしこの度の地震に伴う大津
波は東日本各地で壊滅的な被害を与え、想
像を超える巨大地震の威力に驚くばかりで
あった。
私たちの住む魚崎地区は東灘区の西南に
位置し、瀬戸内沿岸に接しているため東南
海・南地震海が発生すると2.5mの津波が襲
来すると予想されてきた。こうしたことから、
私たちの防コミでは7年前に「東南海・南海
地震津波防災マップ」を作成し、浸水予想
地域の住民に配布をおこなった。
しかし東日本大震災の発生を受けて兵庫
県より「津波被害警戒区域図（暫定）」が平
成23年10月に発表され、魚崎町防コミでは
「東南海・南海地震津波防災マップ」の見
直し検討を昨年初めから実施してきた。
見直しに当たっては、防コミ役員9人によ

る検討委員会を立ち上げるとともに、神戸市
危機管理室、東灘区役所、東灘消防署、
東灘警察署等、行政の協力や助言を受け
ながら検討を進めてきた。
マップ作成の前提条件や避難条件等は、
主として次のとおり設定して検討した。
地震－東南海・南海地震Ｍ9.0、震度6弱
津波－高さ4.2m、溯上高14.4m
津波到達時間－100分～ 130分

避難場所－国道2号線より山手
避難完了－地震発生後90分以内
主要避難路－住民以外の避難を考慮し設定
誘導標示板－主要避難路への設置
津波緊急待避所－主に津波被害警戒区域

内に設定
検討途上では、防コミ主催による町内全
域での津波避難訓練をおこない、避難所要
時間等設定項目の検証をおこなった。また
誘導標示板の設置箇所については、実際
に町内をまちあるきして決定していった。
こうして、新「東南海・南海地震津波防
災マップ」は、約1年を要して完成し、昨年
12月、町内全家庭に配布を完了したところ
である。今後、私たちの町では津波災害に
対しては「津波避難！ 2号線より山手に逃げ
ろ！」を合言葉に、町内から一人の犠牲者も
出さない、安全で安心な町づくりに努めてい
きたいと思う。

（魚崎町防災福祉コミュニティ
広報担当　松原　功）

淡河支団は北区の北部にある農村地域に
位置しています。特色といえば、特産品の淡
河新鉄砲ユリとチューリップの栽培が盛んで
日本各地に出荷されていること、名物といえ
ば、甘くてさっぱりした豊助饅頭が有名です。
このような淡河支団の第9分団（北僧尾）
地区内にある厳島神社境内の無形文化財
農村歌舞伎舞台において昨年10月28日、
地元淡河中学校の生徒さんによる30年ぶり
の歌舞伎上演会がおこなわれました。観客を
魅了する中、第9分団等による場内外の警
備により無事に披露を終えました。
その文化財を地域住民の力で火災から守
ろうと、1月20日に文化財防火デー消防訓
練がおこなわれ、北消防署、地区内の第9
分団と防災福祉コミュニティ、応援隊として
隣接の第8分団（南僧尾）が出動しました。
訓練は防災福祉コミュ二ティの通報訓練に
始まり、続いて消火器による初期消火のあと
消防団による河川を水利とした消火訓練をお
こない、最後に消防隊も含めた一斉放水訓
練で終了しました。
当日は幸い天気も良く訓練もスムーズに終

えることができました。

淡河支団の管轄地域は消防署から遠隔
地のため火災発生の場合、消防隊到着まで
の間は地域住民の力が不可欠です。今後も
消防団と防災福祉コミュ二ティ、また地域住
民が一丸となって防火に努め、消防署とも協
力体制をとりながら火災を無くすよう心がけて
いきたいと思います。

津波避難！2号線より山手に逃げろ！
～大地震に備え、魚崎町津波防災マップを見直し～

文化財防火デー訓練を実施！
北消防団
淡河支団本団分団長
山田守男

おうご

23


